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〈書評論文〉

路上 にあ らわれ た ジェ ンダー格 差

JoannePassaro,TheUnequalHomeless:Menonthe

Streets,WomeninTheirPlace.(Routledge,1996)

丸 山 里 美

1ホ ーム レスへの関心の高 まり バサロの視座

ここ20年 ほ どの間に先進諸国の大都市ではホームレスの存在が社会問題 となって きてい

る。定 まった住居のない貧困者は歴史上いつの時代で も存在 していたが、20世 紀 も終 わ り

に近づいた頃に先進諸国で目につ き始めたホーム レスは、豊かな社会における絶対的貧困

として とりわけ人 目を引 く。

アメリカでは1970年 代末からホーム レスが急増 しはじめた。それ まではホーム レス とい

えばホボmな ど特定のサ ブカルチ ャーを持つ人々や ドヤ街に住む 日雇労働者 を指 し、主

にアルコール問題 を抱 えた単身の白人男性で、特定の地区に暮 らす 「特別な人々」だ と考

えられて きた。 しか し70年 代末以降 に増加 したホームレスは特定の地区を越 えて 目につ く

ようにな り、旧来 とは異な り身近 にいるような 「普通の人々」である と言われている。そ

の証左 として70年 代末以降のホーム レスには男性の単身者だけではな く家族約20%、 女性

約25%、 子 ども約15%が 含 まれていることが しば しば指摘 される。 また平均年齢 は30代 で

比較的若 く、黒人やヒスパニ ックな ど人種的マ イノリティが多いことが近年のホーム レス

の特徴である(Wright1989=1993;Jencks1994=1995)。

本書はこうした最近のホーム レス問題 に焦点を当てた、人類学者であ りフェミニス トで

あるJ・ バサ ロによる研究である。彼女は1990年 か ら3年 間ニュー ヨークでフィール ドワ

ー クを行い、市の運営するシェルターやホーム レスの自助 グループでボランテ ィアを した

り、会議やデモな どに参加 しつつ、1000人 以上のホームレスにインタビューを行 った。そ

(Pホ ボヘ ミアと呼 ばれる地域に集住 していた浮動的な季節労働者や未熟練労働者
、 アルコール中毒

者や物 乞いな どの人々の ことで、1920年 代前後のア メリカにおいて存在 した。
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の中であるとき彼女は、なぜホーム レスは黒 人男性ばか りなのか という疑問にい きあたる。

そ して一度ホームレスになって しまうとそこから抜 け出せ な くなる傾向にあ るのが、人種

的マイノリテ ィの単 身男性であるということに気づいた。 このように特定の人々において

ホームレス生活が永続化す るという傾向を説明す るためには、従来研究 されて きた ように

ホームレスが貧困などの経済的要因か ら生み出されていると指摘するだけでは十分ではな

い。そのジェンダーと人種の偏 りについては別の説明が必要であ って、それ を彼女はジェ

ンダーや家族、人種 を取 り巻 く支配的な文化やモ ラルのためではないか と考えた。この よ

うに従来は経済的問題 として語 られて きたことをジェンダーや家族の問題 として捉え返そ

うとしたところがバサ ロの独創的な点であ り、本書 はホーム レス研究に ジェンダーによる

分析 を持 ち込んだだけではな く、既存のフェミニズムに対するホームレスの視点か らの批

判 として、多面的に読むことがで きるだろ う。

アメリカ と同 じように、 日本において もホーム レスの問題は、以前は主 に寄せ場 〔2}に

おける日雇労働者の問題であると考 えられていた。 しか し景気が悪化 した1992年 以降、ホ

ームレスは 「普通の人々」にまで広が りつつあ り、寄せ場周辺 を越 えて都市の路上に顕在

化 しは じめた。現在その数はおよそ3万 人、その うち女性は約3%で あると言われている。

しか しなが ら日本のホームレス研究で も、就労形態の変化や失業率の高 まりな どの経済的

分析が主流で、 なぜ ホームレスが単身男性ばか りなのかについて考察 された ことはほとん

どなかった。 日本のホームレスの場合に も近年は若年化が進み女性 も少 しずつ増加 してい

て、徐々にアメリカの状況に近づいて きているという印象 を受ける。 こうした中でバサロ

のジェンダーに着 目する分析 は、 日本のホームレスを考える際 にも参考になる有用な視点

を提示 している といえるだろ う。

本書は6章 構成 となっている。導入部に続 き2章 の 「ハ ウスとホーム」では、先行研究

を参照 しなが らホームレスを分析す る際にマクロな経済的要因ではなく人種 とジェ ンダー

に着 目す る本書の基本的な視点が示 されている。3章 の 「パノプティコンの向こうに」 で

は男性ホーム レスが一般的な男性性か ら逸脱 した存在であること、4章 の 「生 きるかセ ッ

クスか」では女性 ホーム レスが女性役割か ら逃れ られないことが、具体的に人々の語 りを

引用 しなが ら描かれる。5章 め 「想像の特権」では空間にジェンダー イデオロギーが刻 印

されていること、ジェンダーや人種 によって取 りうる選択肢が違 うことが述べ られ、その

1∂寄せ場 とは日雇労働者 市場 のこ とで、 日々就労先 などが変化 する短期雇用の労働者 をプールする

ために周辺 には ドヤ街が形成 されてい るこ とが多い。 日雇労働 とい う性 質上、景気の状態 や季節、天候 な

どに よって寄せ場 で求人 される仕 事量:は増減 が激 し く、仕 事にあ りつ けなかった労働者 はホーム レス生 活

をする とい うことが、バブ ル期 で さえ も寄せ場 では珍 し くなかった。現在 もホーム レスの約3～6割 は寄

せ場で就労 した経験が ある という。
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後に現時点でホーム レスの人 々に必要で あると思われる政策提 言がなされた結論部が続

く。以下では本書の概要を紹介 しつつ、 まず男性 ホームレスと女性ホーム レスの性役割 に

対す る違いを見てい き、次 にホーム レスの人々に現れた階級 とジェンダー との交錯 に焦点

をあてて述べ る。最後 に本書の意義 と問題点 を筆者の関心に照 らして検討 したい。

2男 性性からの逸脱 、女性性 への適応

現在のような豊かな社会において人がホームレスになるのは、怠 け者であるなど本人の

責任であ り自業自得であ るとする見方は根強 くある。そうしたホームレス個人に責任 を帰

す見方 を批判 し、公的な対応 と人々の理解が得 られるよう、従来の研究ではホーム レスを

生む原因 としてマ クロな経済的要因が強調 されて きた。 しば しば指摘 され るのは、経済後

退 による失業率の増大、 とりわけそれが非熟練労働者に顕著に見 られ ること、緊縮財政に

よ り貧困者への住宅補助がカッ トされたこと、 ジェン トリフィケーシ ョンによる ドヤや低

家賃住宅の減少などであ る。そ して同時 にホーム レス個人に責任を帰すことにな りやすい

ような文化的説明 は慎重に避 けられて きた。文化的説明 とは、ホーム レスとアルコール依

存や麻薬依存 との因果関係、精神病院の脱施設化によって多 くの患者が路上に押 し出され

たこと、家族の紐帯が弱体化 したこ とな どである。 しか しホームレス当人の責任 を問うこ

とを避けた結果、従来の研究ではホーム レスの人々が単に 「犠牲者」 としてだけ扱われ、

個 々人の意識や主体性が失われて しまったとバサ ロは言 う。彼女が出会ったホーム レスた

ちの多 くは、一見自業自得だと思われかねないような、自らの意志でホームレス生活 を選

択 したという発言 をした。 しかしここで問題になっているのはその選択肢 なのである。ホ

ームレスの人々に開かれた選択肢は非常 に限 られているうえ、個 々人の ジェンダーや人種

によって異なっていて、経済的条件 に拘束 されているだけでなく、男性を労働へ駆 り立て、

女性 を家庭へ押 し込めるような家族規範 によって も大 きな拘束を受けている 〔31。

バサロはフ ィール ドワー クの中で出会った男性/女 性ホーム レスたちの語 りを豊富 に散

りばめなが ら、人々を拘束 しているジェンダーイデオロギーを丹念に描 き出してい く。男

たちは貧困や肌の色のために一家の稼 ぎ手 となる機会を奪 われた り、その役割を重荷 と感

じて逃げ出 した結果ホーム レスになった人々だった。ある男性 は、働いて家族を養 うこと

`=Pバ サ ロ は ホ ー ム レス(homeless)と ハ ウ ス レ ス(houseless)と い う 言葉 を用 い て
、 ごの こ と を

象徴 的 に示 して い る 。 ハ ウ ス レ ス と は家(house)が な い状 態 の こ と で あ り、 ホ ー ム レス とは 家 庭(home)

の な い 状 態 の こ とで あ って 、 両 者 は 異 な る 状 況 を指 す 。 従 来 の ホ ー ム レ ス研 究 は 人 が 家 を失 っ て ハ ウ ス レ

ス に な る 経 済 的 要 因 の 分 析 に 集 中 し て い た が 、 ホ ー ム レス と は核 家 族 イデ オ ロ ギ ー に よ って つ く りだ され

た 文化 的 な 問 題で あ っ て 、家 族 の概 念 を用 い た 分 析 が な され な けれ ば な ら な い と述 べ て い る。
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がで きなかった 自らの経験 を 「男 にな りたかったけどや り方がわか らなかった(Igotta

beamanandIdon't㎞owhowtodoit)」 と表現する。 ここでは家族 を養 うことと男で

あることが同義 として語 られている。「男 らしい」 とい うことは しば しば成功 と関連づ け

られ、成功は しば しば金銭によってはか られる。 したがって中産階級の男たちだけが、働

いて家族 を養 うというような支配的な男性概念 を、自らの権威や特権を正当化する根拠 と

して利用することがで きたのだと彼女は言 う。その出 自ゆえに収入を得る機会 をもともと

制限 されている下層階級で人種的マ イノリテ ィの男たちは、そうした男性概念 にむ しろ圧

迫 されて きた。彼 らは家族を養 うことので きない 自分 を 「男 らしく」ない人間であると思

い込み、苦 しんで きたのである。ホームレスの男たちはこのように 「男 らしく」なれなか

った弱い存在である一方で、家族や社会か らの拘束 を受 けていない、危険で暴力的で過剰

に男性的な存在だ と見 られてい る。その両者の矛盾する状況を男性ホームレスたちは生 き

ているのである。

ホームレスの男性が一般的な男性概念か ら逸脱 した人々だったのとは逆に、ホームレス

の女性たちは一般的な女性概念 を体現 した ような、依存的で弱い女だった。バサロが出会

った女性たちは、暴力をふるった り近親相姦 をする家族か ら逃げてきた り、死別や離婚 な

どに よって配偶者 と別れた人々だった。夫の収入に依存 して生活 していた女性の場合、配

偶者 を失 えば同時 に収入の道 も断たれることになるため、DV被 害に遭 っていたとしても

なかなか家を出 られないということが しば しばある。夫の暴力か ら逃れて きてホーム レス

になったある女性は、ホームレスになった として も家にいるよ りましだと思 って家 を出て

きた と言った。彼女にとっては、突然の襲撃や性暴力 などの危険に常 にさらされなければ

ならない路上生活の方が、家 にいるよりまだ安全だったのである。

路上での生活は常 に危険にさらされてお り、女性に とって非常 に過酷である反面、女性

や子 どもは守 られるべ きだ と一般的に考え られているために、ホーム レス女性に対 して は

男性 に比べてさまざまな選択肢が開かれている。 インフォーマルには人々の関心が女性ホ

ーム レスに集ま りやす く、道行 く人から援助を与 えられる機会が多いことなどがある。 フ

オーマルには男性 と比べ て女性や子 どもには福祉国家 による保護が手厚いとい うことがあ

る。例 えば シ ングルマ ザー はAFDC(4)(児 童扶養家 族手 当:AidtoFamilieswith

DependentChildren)を 受給 しやす く、またニュー ヨー クだ と家族世帯は住宅補助 を受

けることができる。福祉制度は家族 を基本単位 としているため、子 どもを持つ女性 は保護

田AFDCは もと もと配偶 者 と死別 した母子 を対 象 とした制度 だ
ったが 、女性 た ちの はた らきかけに

よって、当初伝統 的家族の逸脱 だ と考え られ て排 除 されて いた離 別母子世帯 や未婚の母 に も、1960年 代 か

らは適用 されるようになった。
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の対象 となりやすいのである。その結果、母性主義的な福祉制度に同調 し母親や妻の役割

を担 って家庭に入ることを受け入れ られる女性 は、路上生活を免れた り、たとえ一時的に

ホーム レス生活に陥って もそこか ら短期問で脱出す ることがで きた。

限 られた福祉財源の中では、単身の男性 は援助 には値 しない とみなされて長 くホームレ

ス状態にとどまり続けなければならない。それに対 して女性ホームレスは、一般的には男

性に比べて援助が与 えられる機会が多いが、 ひとたび家庭に入ることや福祉制度の温情主

義、母性主義的な福祉制度を拒絶すると、男性 同様やは りホーム レス生活にとどまり続け

なければならなかった。結局、核家族が単位 となっている現在の社会において、ホームレ

ス生活か ら抜け出 るもっとも確実 な方法は、パー トナー を見つけて子 どもを作 り家族を持

つことなのである。家族を持てば福祉制度の対象者 となり、 さまざまな援助 を受けること

ができる。 しか しホーム レスとはもともと家族の問題で、家族が生み出したものだ といえ

るとするなら、ホームレス生活か ら抜け出す最良の手段が家族をつ くることという現在の

状況では、 または じめに逆戻 りだとバサロは言う。

3人 種 、ジェンダーの影の下で

一人世帯が増加するなど家族の形が多様化 してきている現在でも、家族神話は依然とし

て健在であ り、女性 は母性 を持つ ものとして神聖視 されている。女性 を母性的存在 とする

ような支配的イデオロギーは、人種 によるステ ィグマを覆い隠 して しまうほど強い。例え

ば黒人の女性 ホーム レスは母親である限 りホームレス生活を免れることがで きる。つ まり

黒人男性が黒人として扱 われるの に対 し、黒人女性は女性 として扱われるのである。社会

福祉 においてはこうしたイデオロギーが より明 らかな形で現 れる{%女 性 を庇護される存

在 とするような社会福祉制度 は、例えばAFDCの 受給対象者が女性 たちのはた らきかけに

よって死別母子世帯か ら離別母子世帯や未婚の母に まで拡大 された ように、女性 自身が過

去 に勝ちとって きたものだった。 しか し同時にこうした制度は女性 を伝統的な女性役割や

家庭へ と押 し込めることにもなった。そ して女性たちが生 きるために選択 して きた支配的

なジェンダーイデオロギーへの同調は、皮肉なことに女性の役割を押 し付 ける制度に共謀

し、期せず してそれを補強す ることになって しまった。そ してそのことが男性、 とりわけ

151社会福祉 は
、賃労働 を担 当す る男性 と、家事 ・育児 ・介護 を担 当 し被 扶養者であ る女性 という伝

統的家 族イデ オロギーの下に成 り立ってい ると杉 本貴代栄 は述 べてい る。 そのため男性 と女性 が同 じ経済

的困窮状態 に陥 ったと きには、男性 には労働 を可能にす るよ うな援 助が与 え られ、女性 には必 ず しも労働

を期待す るので はな く家 に留 まるため の援助が 与え られがちである とい う(杉 本1997)。
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経済的人種的 ヒエ ラルキーの最下層にい る黒人の ホームレス男性、 さらに福祉制度 を拒絶

して路上で生 きる女性ホーム レスたちの存在を切 り崩すことになって しまったのだった。

最近のフェ ミニズムでは、母性主義的な政策が女性 を依存的に しているという批判 もな

されている。 こうした見方は正 しいが、ホーム レスの観点か ら見るな ら、たとえ依存的に

して しまっているにせ よ女性には生 きるための選択肢があるが、男性 はあ らゆる優先順位

の中で常に一番下 になって しまっているといえる。現在の ところフェ ミニス トたちは男性

性の分析 を男性 自身 に委ねてきているが、男 らしさ/女 らしさは関係的なものであるため、

い まや女性の視点に立つだけではな く男性 も考慮 に入れ る時期にきてい ると一部の女性た

ちは言い始めた。 さらに最近のフェ ミニズムでは、 ジェンダーを二元的で固定的なアイデ

ンテ ィテ ィではな く、多様でパフォーマティヴなものだと捉 えるという傾向がある。確か

にこうした見方によってジェンダーの文脈依存性や移 ろいやす さをとらえることがで きる

ようになったが、 ジェ ンダーが場合に応 じて 自由に選択で きるものではな く、強制 された

パ フォーマンスだという事実がときに覆い隠 されて しまうとバサ ロは言 う。ホーム レスと

い う援助 に依存 した弱い存在には、選択 は限 られこの強制がはっきりと現れている。

社会にはジェ ンダー、人種 、階級 についてのさまざまな価値が存在 していて、それによ

って人々が生 きるための選択肢 に制限が加 えられている。その結果、特定の スティグマ を

持つ人だけがホーム レス生活か ら抜 け出せ なくなっているのである。 このように支配的 イ

デオロギーに適 うか否かが社会的価値の指標 とな り、その指標 によって援助 に値する人物

か否かが判断されるとき、人々の生きる機会が奪 われてしまうことになる。

これ までにこうした差異 を解消するために行われてきたのは、人種や ジェンダーにもと

つ くアファーマテ ィプアクション 〔6}だった。そ うした政策は確かに一定の成功 をお さめ

て きたが、結果的にそこか ら利益を得 られたのは、女性 や人種的マイノリティの中でも中

産階級に属する人 々だけだった。今新たに求め られているのは、社会政策の中でジェ ンダ

ーや人種 に関す る言説 を避 け、階級にもとつ くアファーマティプアクシ ョンを行 うことで

ある とバサ ロは言 う。 これは特定の局面、ある社会的歴史的状況 においてのみ有効な過渡

的なアプローチに過 ぎないが、人類学者 も積極的に流動的な現場 に関わ り、分析だけでは

なく何 らかの提案をす る責任がある と考えている彼女 は、あえてその必要性 を主張 してい

る の。 たとえ差別をな くす という名の下に行われていても、何 らかのアイデ ンティテ ィに基

づいたカテゴリー化は、矛盾を深めて しまうことにもなりうるとバサロは結論づけている。

〔「P雇用や教 育の面で不利な立場に置かれて きた黒 人な どのマ イノリティに対 して
、不利な状態 を改

善するためにつ くられた数々の政策の総称。
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4カ テゴ リー化 からの さらなる排除 一むすびにかえて

本書の意義 は、 まず何 といって もホーム レス研究にジェンダーに よる分析 を持ち込み、

従来は経済的問題だと考えられていたことを、 ジェンダーや核家族理念による拘束 とい う

観点か ら捉 え直 したことであ る。女性 ホーム レスを焦点化 し彼女たちの聞き取 りに基づい

て行われた研究は本書以外 にもい くつか存在 しているが、中でもバサ ロの研究が画期的な

のは、女性ホームレスだけで はな く男性 ホームレスを同時に対象 とす ることによって、男

性 と女性を相互に比較 しつつ、ホーム レスの人々全体に反映されたジェンダーイデオロギ

ーや家族規範について分析 し得 たとい う点であろう。フェ ミニス トを自認するバサ ロは、

当初ホーム レス女性の問題は男性 よ りも深刻に違いないと考えていたが、 フィール ドワー

ク を続 け る うち に男 性 の 置 かれ て い る状 況 の深 刻 さに気づ いた と後 に述 べ て い る

(Passaro1997:158)o

しかしなが ら、ホーム レスの人々を拘束 している人種や ジェンダーに もとつ く文化的規

範の分析 とい う本書のテーマか らすれば、貧困者へのアファーマテ ィプアクションが必要

であるという結論 はあま りに唐突であるように思われる。それはバサ ロが冒頭でホーム レ

スという存在 を経済的側面か らのみ捉 えることを批判 しなが ら、最終的にホーム レスを人

種やジェンダーに対立するような 「貧困階級」 として語 って しまっているということに一

因があるだろう。人種、 ジェンダーによる政策にか わって階級 にもとつ く政策 を単純に持

ち込むだけなら、バサ ロ自身も指摘 しているように、階級 というカテ ゴリー化 に足 をす く

われて しまいかねない。

さらにホームレスの人々が利用で きる制度のうち、実際 にどの ような人を対象 とした ど

のような制度があるのか につ いての具体 的な言及がほとんどないことが、結果 として致命

的な ミスにつ なが って しまっているように思われる。例えば唯一具体的に述べ られた福祉

制度であるAFDCを 例に してバサ ロが女性 には開かれている選択肢が多いと言 うとき、女

性 として想定 されているのは子 どもがいる女性 に限 られている。母性主義的な福祉制度の

対象外 となって しまうような単身女性の存在は見過 ごされて しまっているのであ る。 ここ

では女性を家庭へ閉 じ込めるような母性主義的 イデオロギーを利用 しなが らでもホームレ

ス生活 を短期間で抜け出すことので きる女性 と、そうした イデオロギーに同調することを

mバ サ ロは階級 に もとつ くアフ ァーマテ ィプ アクシ ョンが必 要である とい う彼女の 主張が
、人種 的

マ イ ノリテ ィを排斥 し、 ジェンダーや人種 に もとつ くアフ ァーマテ ィプア クシ ョンを貧困者への アフ ァー

マテ ィプ アクシ ョンに転換 させ ようと している右派の 主張 と結 びつ きやす い とい う危険性 に智 意 しつ つ も、

その必要性 をあ えて主張 してい る。
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拒絶 した り、利用で きる福祉制度す らな く路上 に取 り残されて しまっている単身の女性 と

が、すべて同 じ女性ホーム レス として一括 りにして語 られてしまっている。

バサロが主張 したように、人種やジェンダーにもとつ くアファーマティプアクシ ョンの

かわ りに貧困者 をフ ォローするような政策 を導入するだけでは、 このように貧困者の中で

もさらに抑圧 的な立場に置かれている女性や人種的マ イノリテ ィ、 とりわけバサ ロが見過

ごして しまった黒人の単身女性 ホームレスたちが、 またそこか らも取 り残 されていくので

はないだろうか。人種、ジェンダーによる政策にかわって階級 にもとつ く政策が必要 とい

う結論を導 く前 に検討 されるべ きだったのは、人種や ジェンダー によるカテゴリー化の作

用その ものを問い直す というこ とであ り、具体 的な政策提言 を行 う必要があるというバサ

ロの立場 に則 してい うな ら、人種、ジェンダーによるカテゴリー を排他的に しないように

や り方で、どのようにそれを具体化す るこ とができるのかということだろう。ホーム レス

とは統一的なアイデ ンテ ィティではな く、さまざまなカテゴリーか ら排除されてきた人 々

の総称であるのなら、ホームレスを見てい くときに必要になるの は、さまざまな場所か ら

こぼれ落 ちて しまった存在へ絶えず 目を向け続けることではないだろうか。
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